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1 漢文を 日本語の 順に 読むために 付ける 印を 何という?

アふりがな イ 季語 ウ 句読点 エ 返り点 こたえ 

2 『徒然草』の 冒頭「○○なるままに、日暮らし、硯に向かひて」。○○は?

アつれづれ イあはれ ウものうげ エいそがし こたえ 

3 短歌は 五・七・五・七・七。全部で 何音?
こたえ 

4 『竹取物語』は 何の 物 語として 知られる?

ア 最古の 俳句集 イ 日本 最古の 物 語 ウ 最古の 日記 エ 最古の 法律 こたえ 

5 「子曰く…」で 知られる、孔子と 弟子の 言葉を まとめた 書物は?

ア 徒然草 イ 論語 ウ 枕草子 エ竹取物語 こたえ 

6 『枕草子』「冬は ○○」。○○は?

ア 夕暮れ イあけぼの ウつとめて エ 夜 こたえ 

7 『竹取物語』で、かぐや姫は 最後 どこへ 帰った?

ア山 イ 月 ウ 都 エ海 こたえ 

8 『竹取物語』の 冒頭「今は昔、○○の翁と いふものありけり」。○○は?

ア山守 イ 花見 ウ舟乗り エ竹取 こたえ 

9 『徒然草』は どんな 種類の 文学?

ア 物 語 イ 和歌集 ウ 漢詩集 エ 随筆 こたえ 

10 古語「あやし」の 意味は?

ア 正しい イ不思議だ ウ 大きい エ明るい こたえ 

11 古語「うつくし」の 意味は?

アきれいだ イこわい ウかわいらしい エ 大きい こたえ 

こてん した こぶん かんぶんにゅうもん

かんぶん にほんご じゅん よ つ しるし なん

きご くとうてん かえ てん

つれづれぐさ ぼうとう ひぐ すずり む

たんか ご しち ご しち しち ぜんぶ なんおん

たけとりものがたり なに ものがたり し

さいこ はいくしゅう にほん さいこ ものがたり さいこ にっき さいこ ほうりつ

しいわ し こうし でし ことば しょもつ

つれづれぐさ ろんご まくらのそうし たけとりものがたり

まくらのそうし ふゆ

ゆうぐ よる

たけとりものがたり ひめ さいご かえ

やま つき と うみ

たけとりものがたり ぼうとう いま むかし おきな

やまもり はなみ ふなの たけとり

つれづれぐさ しゅるい ぶんがく

ものがたり わかしゅう かんししゅう ずいひつ

こご いみ

ただ ふしぎ おお あか

こご いみ

おお



12 『源氏物語』は どんな 作品?

ア長編の 物 語 イ 俳句集 ウ 漢文の 書物 エ 法律の 本 こたえ 

13 『枕草子』の 作者は?

ア 兼好法師 イ松尾芭蕉 ウ 紫式部 エ 清少納言 こたえ 

14 『枕草子』の 冒頭「春は ○○」。○○は?

アあけぼの イゆうぐれ ウつとめて エよるさり こたえ 

15 短歌の 音の 並びは?

ア 五・七・五・七・七 イ 七・五・七・五 ウ 五・七・五 エ 五・五・七・七

こたえ 

16 『竹取物語』で かぐや姫を 見つけたのは どんな 人?

ア 漁師 イさむらい ウ竹取の 翁(おきな) エ 王さま こたえ 

17 俳句の 音の 並びは?

ア 五・七・五 イ 五・七・五・七・七 ウ 七・七・五 エ 五・五・五 こたえ 

18 俳句に よみこむ、季節を 表す 言葉を 何という?

ア 季語 イ 枕ことば ウ 序ことば エかけことば こたえ 

19 「学びて 時に 之を 習ふ」は どの 書物の 言葉?

ア 論語 イ 枕草子 ウ 徒然草 エ 源氏物語 こたえ 

20 古語「をかし」の 意味は?

ア 趣がある・おもしろい イおかしくて 笑える ウおそろしい エみにくい

こたえ 

げんじものがたり さくひん

ちょうへん ものがたり はいくしゅう かんぶん しょもつ ほうりつ ほん

まくらのそうし さくしゃ

けんこう ほうし まつお ばしょう むらさきしきぶ せいしょうなごん

まくらのそうし ぼうとう はる

たんか おん なら

ご しち ご しち しち しち ご しち ご ご しち ご ご ご しち しち

たけとりものがたり ひめ み ひと

りょうし たけとり おきな おう

はいく おん なら

ご しち ご ご しち ご しち しち しち しち ご ご ご ご

はいく きせつ あらわ ことば なん

きご まくら ついで

まな とき これ なら しょもつ ことば

ろんご まくらのそうし つれづれぐさ げんじものがたり

こご いみ

おもむき わら



こたえ　しょう5 こくご「古典に 親しむ(古文・漢文入門)」 その1

1  エ 返り点

2  ア つれづれ

3  31

4  イ 日本 最古の 物語

5  イ 論語

6  ウ つとめて

7  イ 月

8  エ 竹取

9  エ 随筆

10  イ 不思議だ

11  ウ かわいらしい

12  ア 長編の 物語

13  エ 清少納言

14  ア あけぼの

15  ア 五・七・五・七・七

16  ウ 竹取の 翁(おきな)

17  ア 五・七・五

18  ア 季語

19  ア 論語

20  ア 趣がある・おもしろい


